
 

専門基礎分野 看 1-18 

科目名：病態と治療論Ⅰ 必 1 単位 

（  Internal Medicine Ⅰ ） 

 履修年次/時期：1 年次後期 授業形態：講義   

担当教員：棚橋泰之（実務経験有） 伊藤貴公（実務経験有） 

学修目的 健康から疾病を経て回復に至る過程や疾病による身体内部の変化について理解する。 

主要な疾患（膠原病・アレルギー疾患、感染症）の特性、内科的治療法について学び、看護に必要な観察、アセスメン

トに活かす思考を育てる。 

DP2 および CP2，3 に関連する。科目№KSl-118 

 

到達目標 １．疾病の成立と疾病からの回復過程について理解できる。 

２．疾病による内部環境の変化について理解できる。 

３．疾病に対する予防・診断・治療の過程が理解できる。 

４．主要な膠原病・アレルギー・感染症の特性（症状、徴候、治療関連要因）が理解できる。 

５．画像診断や放射線治療の概要（目的・方法・有害事象）を理解できる。 

 

授業概要 疾患の原因/症状/診断/検査/治療を学ぶ。内科的治療総論/感染症/アレルギー・膠原病疾患を学ぶ。臨床判断能力を大

切にした観察、アセスメント、看護に活かせるような思考の連続性を意識して学ぶ。 

 

評価方法 後期定期試験 100％ 

試験に対するフィードバックは掲示にて行う。 

予習・ 

復習時間 

【予習】1.9 時間 

【復習】1.9 時間 

教科書 系統看護学講座 医学概論：医学書院 

系統看護学講座 成人看護学（11）アレルギー 膠原病 感染症 医学書院 

系統看護学講座 基礎看護学（４）臨床看護学総論 医学書院 

 

参考書 必要時、紹介する 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 

連絡先 

不在時はメールで連絡をお願いします。 

棚橋泰之：3 号館 3 階 tanahashi@kdu.ac.jp 

 


